
は
じ
め
に

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
や
総
合
計
画
の
策
定

時
な
ど
に
行
う
将
来
人
口
推
計
は
、
地
域
の
現
状
や
課
題
・
要
因

の
正
し
い
認
識
を
促
し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
に
大
き

く
寄
与
す
る
基
礎
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
方
公
共
団
体
の
実

態
は
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
過
程
で

見
ら
れ
た
よ
う
に
、
政
策
形
成
と
は
分
離
し
た
形
で
、
形
式
的
、

手
続
き
的
に
人
口
推
計
が
実
施
さ
れ
続
け
て
い
る
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化

と
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め
、
政
策

立
案
・
実
施
・
評
価
と
い
っ
た
政
策
議
論
に
お
け
る
将
来
人
口
推

計
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
方
創
生
を
真
に
地
域
の
活
力

に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
将
来
人
口
推
計
の
活
用
に
向
け
た
課
題

を
整
理
す
る
。

７

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

将
来
人
口
推
計
の
活
用
に
向
け
た
課
題

政
策
コ
ン
テ
ン
ツ
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
コ
ア
メ
ン
バ
ー

株
式
会
社
富
士
通
総
研
公
共
事
業
部鬼

澤

翔
太
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１

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
の

実
態
・
限
界

昨
年
度
、
多
く
の
地
方
公
共
団
体
が
策
定
し
た
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
で
は
、
年
度
内
の
策
定
に
む
け
た
厳

し
い
時
間
的
制
約
や
、
政
治
的
判
断
・
議
会
の
承
認
な
ど
様
々
な

要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
事
態
を
招
い

た
。地

方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
実
績
ベ
ー
ス
の
人
口
推
計
の
ほ
か
、

政
策
の
効
果
を
見
込
ん
だ
場
合
の
人
口
の
将
来
展
望
（
展
望
人

口
）
を
算
出
し
て
い
る
。
一
部
の
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
展
望
人

口
で
は
、
急
激
な
出
生
率
の
上
昇
や
政
策
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
困

難
な
進
学
・
就
職
に
よ
る
若
者
の
転
出
の
抑
止
な
ど
、
地
域
に

と
っ
て
「
都
合
の
良
い
条
件
設
定
」
に
よ
っ
て
、
歪
め
ら
れ
た
地

域
の
将
来
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。
極
端
な
事
例
と
し
て
は
、
２
０

６
０
年
時
点
の
展
望
人
口
に
お
い
て
実
績
ベ
ー
ス
の
将
来
推
計
人

口
の
約
３
倍
の
総
人
口
を
見
込
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
都
合
の
良
い
条
件
設
定
を
実

現
す
る
だ
け
の
方
向
性
や
施
策
・
事
業
が
示
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
効
果
の
有
無
の
検
証
と
無
関
係
に
既
存

事
業
が
転
記
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
住
民
参
加
手
法
な
ど
を
通
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
一
部
の
住
民
の
主
観
的
意
見
を
事
業
と
し
て
安

易
に
並
べ
た
も
の
な
ど
、
両
者
の
内
容
が
噛
み
合
っ
て
い
な
い
場

合
が
多
い
。

２

地
方
公
共
団
体
が
将
来
人
口
推
計
を
実
施
す
る
意
義

一
部
の
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
過
程

で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
人
口
推
計
は
地
方
公
共
団
体
の
政
策
議
論

に
お
い
て
十
分
に
利
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
多
数

の
利
害
関
係
者
や
政
治
的
な
調
整
の
結
果
と
し
て
歪
め
ら
れ
た
展

望
人
口
が
示
さ
れ
、
そ
の
結
果
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で

誤
解
を
生
む
事
態
も
懸
念
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
人

口
デ
ー
タ
は
今
後
の
行
政
運
営
に
お
い
て
は
貴
重
な
基
礎
資
料
で

あ
り
、
実
効
性
・
実
行
性
の
高
い
取
組
の
検
討
・
実
施
の
た
め
に

は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

人
口
推
計
を
実
施
す
る
意
義
に
は
、
政
策
立
案
の
基
礎
資
料
と

し
て
最
も
起
こ
り
う
る
状
態
を
想
定
し
た
「
将
来
人
口
の
予
測
」、

政
策
や
個
別
事
業
の
効
果
を
測
定
す
る
た
め
の
あ
る
条
件
下
に
お

け
る
人
口
変
動
の
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」、
実
施
済
み
の
政
策

の
評
価
指
標
と
し
て
推
計
時
の
見
込
み
と
将
来
的
な
人
口
推
移
の
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実
績
を
比
較
・
検
証
す
る
「
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
な
ど
が
あ
る
。
政

策
議
論
に
お
い
て
利
活
用
す
る
た
め
に
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も

推
計
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
推
計
手
法
や
推
計
時
の
条
件
設
定
・

デ
ー
タ
の
選
択
か
ら
推
計
主
体
の
意
図
を
理
解
す
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
と
な
る
。
以
下
で
は
人
口
推
計
の
流
れ
と
留
意
点
を
整
理

す
る
。

（
１
）

３

人
口
の
推
計
手
法
―
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法

あ
る
地
域
の
居
住
者
数
を
「
人
口
」
と
定
義
す
る
場
合
、
人
口

は
地
域
内
で
の
出
生
の
分
だ
け
増
加
し
、
死
亡
の
分
だ
け
減
少
す

る
。
ま
た
、
転
入
・
転
出
に
よ
る
移
動
の
分
だ
け
増
減
す
る
。
出

生
と
死
亡
の
差
は
自
然
動
態
（
自
然
増
減
）、
移
動
に
よ
る
転
入

と
転
出
の
差
は
社
会
動
態
（
社
会
増
減
）
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
出

生
・
死
亡
・
移
動
を
「
人
口
変
動
の
三
要
素
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、

基
準
と
な
る
時
点
の
人
口
（
基
準
人
口
）
と
、
将
来
に
お
け
る
人

口
変
動
の
三
要
素
の
仮
定
値
に
よ
っ
て
将
来
人
口
の
推
計
が
可
能

と
な
る
。

将
来
人
口
推
計
の
手
法
に
は
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
あ
る
が
、

日
本
や
国
連
な
ど
の
公
式
推
計
の
基
本
的
な
枠
組
み
は
「
コ
ー

ホ
ー
ト
要
因
法
」
で
あ
る
。
コ
ー
ホ
ー
ト
と
は
同
期
間
に
出
生
し

図表１ 人口推計の流れと留意点

目的の確認

考え方の整理・理解

・推計の目的は何か
　（予測、シミュレーション、ベンチマー
　ク）
・どのように使うか

・推計手法、使用可能なデータは何か
・特殊要因の移動は発生しているか

・推計結果、条件設定は妥当か
・人口の変動要因は何か

・政策的コントロールは可能か
・既存事業との整合性はあるか
・事業は推計時に期待した効果を生んで
　いるか

人口推計の算出

検証・分析

活用

Plan

Do

Check

Act

留意点人口推計の流れ
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た
集
団
で
あ
り
、
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
と
は
、
人
口
変
動
の
三
要

素
に
関
し
て
将
来
に
お
け
る
仮
定
値
を
男
女
別
・
年
齢
別
に
設
定

し
、
基
準
人
口
か
ら
一
定
期
間
後
の
将
来
人
口
を
推
計
し
、
同
様

の
操
作
を
繰
り
返
す
こ
と
で
中
長
期
的
な
将
来
人
口
の
推
計
を
試

み
る
手
法
で
あ
る
。

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
の
詳
細
な
推
計
フ
ロ
ー
は
割
愛
す
る
が
、

注
意
す
べ
き
は
推
計
時
の
仮
定
値
の
設
定
の
際
に
推
計
を
行
う
側

に
裁
量
が
あ
り
、
推
計
結
果
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
と
な
る
点

で
あ
る
。
特
に
、
出
生
・
移
動
は
社
会
経
済
動
向
の
影
響
を
受
け

や
す
く
、
精
緻
な
予
測
に
は
限
界
が
あ
る
。
最
も
注
意
が
必
要
な

移
動
の
条
件
設
定
は
、
地
方
か
ら
都
市
部
へ
の
就
職
・
進
学
な
ど

の
「
構
造
的
要
因
」
と
、
住
宅
開
発
や
大
規
模
災
害
な
ど
に
よ
っ

て
短
期
間
で
再
現
性
の
な
い
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
す
「
特
殊
要

因
」
の
峻
別
が
重
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
推
計
側
に
は
厳
格

な
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
利
用
側
も
推
計
側
の
意
図

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

４

推
計
結
果
の
活
用
に
向
け
た
準
備

（
２
）

―
推
計
結
果
の
検
証
・
分
析

（
１
）
検
証

推
計
結
果
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
推
計
結
果
の
検
証
を

行
う
。
検
証
と
は
、
推
計
結
果
の
妥
当
性
の
判
断
で
あ
る
。
推
計

結
果
が
過
去
の
傾
向
か
ら
み
て
不
自
然
に
推
移
し
て
い
な
い
か
、

特
に
不
適
当
な
条
件
設
定
が
な
い
か
を
注
意
深
く
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
で

は
推
計
時
の
条
件
や
仮
定
値
が
明
記
さ
れ
ず
、
推
計
結
果
の
検
証

が
困
難
な
場
合
も
多
い
。
人
口
推
計
に
限
ら
ず
統
計
や
数
値
を
取

り
扱
う
際
に
は
、
結
果
と
併
せ
て
前
提
と
な
る
条
件
を
明
記
し
再

現
性
を
担
保
す
る
こ
と
は
必
須
条
件
で
あ
る
。

（
２
）
分
析

検
証
の
次
に
推
計
結
果
の
分
析
を
行
う
。
分
析
と
は
、
人
口
変

動
の
規
模
や
速
度
の
程
度
や
、
少
子
化
・
高
齢
化
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
な
ど
影
響
を
受
け
る
対
象
を
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と

で
あ
る
。
特
に
推
計
結
果
の
分
析
の
場
合
、
一
般
的
な
人
口
分
析

に
加
え
て
、
人
口
変
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
要
因
の
特
定
が
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重
要
と
な
る
。
主
た
る
要
因
は
自
然
動
態
（
出
生
・
死
亡
）、
社

会
動
態
（
転
入
・
転
出
）
の
ど
ち
ら
で
あ
り
、
社
会
動
態
の
影
響

が
大
き
い
場
合
は
、
転
入
数
の
減
少
と
転
出
数
の
増
加
の
い
ず
れ

の
影
響
に
よ
る
か
特
定
す
る
。
ま
た
、
出
生
数
の
減
少
が
合
計
特

殊
出
生
率
の
低
下
だ
け
で
は
な
く
、
１５
歳
か
ら
４９
歳
女
性
人
口
の

転
出
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
自
然
動
態
・

社
会
動
態
の
複
合
的
な
要
因
か
ら
人
口
変
動
が
発
生
し
て
い
る
可

能
性
に
も
留
意
す
る
。

５

推
計
結
果
の
活
用

推
計
結
果
の
検
証
・
分
析
に
よ
っ
て
、
目
的
に
応
じ
た
人
口
推

計
の
利
活
用
が
可
能
と
な
る
。
起
こ
り
う
る
将
来
の
予
測
の
た
め

に
推
計
を
実
施
し
た
場
合
、
地
域
に
お
い
て
将
来
的
に
ど
の
よ
う

に
人
口
が
推
移
す
る
か
を
定
量
的
に
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

回
避
す
べ
き
予
測
が
示
さ
れ
た
場
合
、
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
政

策
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
具
体
的
な
施
策
・
事
業
の
検
討
に
際
し
て
は
、
推
計
結

果
か
ら
地
域
へ
の
影
響
が
大
き
い
人
口
変
動
要
因
を
特
定
し
、
誰

に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
を
見
極
め

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
地
域

図表２ 推計結果の検証時に確認すべき項目

確認項目 推計時の条件 確認すべき点

推計方法（推計方法の選択）

推計方法は何か。
コーホート要因法を用いる場合が多いが、推計の目的によっ
ては他の方法を採用している場合、コーホート要因法であっ
ても部分的に独自の手法を取り入れている場合がある。

実績人口
データ 基準人口

国勢調査・住民基本台帳について、集計の時点や集計方法を
考慮し、地域の実態の把握に適したデータを使用しているか。

注意が必要な例：
大学進学にともなう転入が見込まれる地域の場合、住民基本
台帳では居住の実態を十分に反映できていない可能性がある。

出生
出生率（１５歳から
４９歳女性）
出生性比

出生率はどのように算出しているか。
出生率の仮定値の設定が精緻な予測には限界があるが、入手
可能なデータをもとに設定する。

死亡 生残率 生残率はどのように算出しているか。

移動 純移動率
実績移動率の算出時に特殊要因による移動を含めていないか、
または将来の仮定値の設定時に特殊要因による移動を見落と
していないか。

出典：鬼澤翔太「地方自治体における人口推計結果の評価・活用のあり方（２）
―地方人口ビジョン・地方版総合戦略の策定を地方創生につなげるために―」
http://www.pppnews.org/files/research/2016/re 2016_1_160425.pdf
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に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
人
口
変
動
要
因
に
対
す
る
政
策
的
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
可
否
の
判
断
で
あ
る
。
例
え
ば
出
生
率
は
、
社
会
経

済
情
勢
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
た
め
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
国

レ
ベ
ル
で
の
取
組
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
基
礎
自
治
体
レ
ベ
ル

の
取
組
で
は
、
大
学
・
企
業
な
ど
の
受
け
皿
と
通
学
・
通
勤
の
た

め
の
交
通
手
段
の
提
供
は
困
難
な
場
合
が
多
く
、
進
学
・
就
職
に

伴
う
移
動
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
現
実
的
で
は
な
い
。
一
方
で
、
結

婚
・
出
産
を
き
っ
か
け
と
し
た
新
た
な
住
居
取
得
に
起
因
す
る
転

入
・
転
出
の
場
合
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
や
教
育
支
援
、
居

住
環
境
の
整
備
な
ど
、
周
辺
地
域
よ
り
も
良
質
な
生
活
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
で
政
策
的
に
転
入
増
加
を
促
す
可
能
性
が
あ
る
。

新
規
の
事
業
を
実
施
す
る
場
合
、
当
該
事
業
の
効
果
の
有
無
だ

け
で
は
な
く
、
既
存
事
業
と
の
住
み
分
け
や
相
反
す
る
効
果
を
見

込
む
事
業
と
の
効
果
の
相
殺
の
回
避
が
可
能
か
確
認
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
な
適
用
条
件
や
要
因
を
加
味
し
な
い
ま

ま
行
わ
れ
る
他
の
地
域
の
成
功
事
例
の
模
倣
や
流
行
に
合
わ
せ
た

安
易
な
事
業
実
施
は
、
効
果
を
見
込
め
な
い
可
能
性
が
高
い
。
政

策
立
案
の
段
階
か
ら
各
人
口
変
動
要
因
の
課
題
解
決
に
有
効
で
、

地
域
に
お
い
て
実
現
可
能
な
改
善
策
の
検
討
・
備
蓄
を
進
め
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

図表３ 推計結果の活用時の視点
人口減少の要因 考えられる改善策（例） 活用時の留意点人口変動

出生による
人口減少

（出生数の減少）

移動による
人口減少

（転出数＞転入数）

出生率の低下

転入数の減少

転出数の増加

15～49歳
女性人口の減少

妊娠・出産支援

子ども・
子育て支援

教育の充実

雇用の創出支援

回避すべき人口変
動は何か

政策的コントロー
ルは可能か

既存事業との整合
性はあるか

期待した効果が出
ているか

居住環境の整備

※事業等の実施後
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事
業
の
実
施
後
も
推
計
と
実
績
の
比
較
に
よ
っ
て
、
個
別
事
業

の
期
待
効
果
や
事
業
内
容
の
修
正
、
事
業
の
中
止
の
必
要
性
の
検

証
が
可
能
に
な
る
。

お
わ
り
に

地
方
公
共
団
体
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
人

口
問
題
の
克
服
に
向
け
た
取
組
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。

地
方
公
共
団
体
が
人
口
推
計
を
実
施
す
る
場
面
は
少
な
く
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
推
計
は
政
策
形
成
と
分
離
し
た
形
で
形
式

的
、
手
続
き
的
に
行
わ
れ
、
人
口
推
計
を
政
策
議
論
に
活
用
す
る

と
い
う
意
識
は
希
薄
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
が
人
口
推
計
を
実
施
す
る
意
義
は
、
推
計
結
果

の
提
示
よ
り
も
む
し
ろ
、
推
計
の
過
程
を
通
し
て
地
域
の
人
口
変

動
要
因
を
正
し
く
把
握
し
、
そ
の
影
響
の
程
度
を
見
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
現
実
的
・
戦
略
的
に
行
政
運
営
を
行
う
活
用
に
あ
る
と
言

え
る
。
人
口
推
計
を
は
じ
め
各
種
の
人
口
統
計
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
そ
の
活
用
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
人
口
の
推
計
手
法
に
関
し
て
は
、
下
記
を
参
照
。

鬼
澤
翔
太
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
人
口
推
計
結
果
の
評
価
・
活
用
の
あ
り
方

（
１
）―
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る

た
め
に
―
」『
政
策
研
究
３
月
号
』
２
０
１
６
年
３
月http://w

w
w
.pppnew

s.org
/files/research/2015/re

2015_12_160325.pdf

（
２
）
人
口
の
推
計
結
果
の
検
証
、
分
析
、
評
価
に
関
し
て
は
、
下
記
を
参
照
。

鬼
澤
翔
太
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
人
口
推
計
結
果
の
評
価
・
活
用
の
あ
り
方

（
２
）―
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
地
方
創
生
に
つ
な
げ
る

た
め
に
―
」『
政
策
研
究
４
月
号
』２
０
１
６
年
４
月

http://w
w
w
.pppnew

s.org
/files/research/2016/re

2016_1_160425.pdf

＊
政
策
コ
ン
テ
ン
ツ
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
株
式
会
社
富
士
通
総

研
公
共
事
業
部
、
北
海
道
大
学
法
学
研
究
科
宮
脇
研
究
室
、
神

戸
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所
が
連
携
ハ
ブ
と
な
り
、
国
・
地
方
自
治

体
・
民
間
企
業
の
メ
ン
バ
ー
を
架
橋
し
、
政
策
的
課
題
を
多
面

的
に
検
討
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
本
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
け
る
課
題
認
識
、
政
策
創
造
の
視
点
等
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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